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事業名 実施日 主催者・開催場所 

『ケアするアート 臨床美術の作品展』  2026 年 5月 1日（金） 

～5月 6日（水） 

天平の丘公園内 シェアスペース夜明け前 

 

実施概要 

 「ケアするアート 臨床美術作品展」を、2026年 5月 1日から 6日まで、下野市天平の丘公園内「シェアスペース夜明け

前」にて開催しました。会場である古民家の落ち着いた空間や建物の雰囲気を活かし、多様な表現が展示環境に調和するよ

う展示構成を行いました。通常の臨床美術展のようにプログラム別に作品を並べるのではなく、作者ごとに作品をまとめて展示

することで、一人ひとりの表現の個性や世界観がより伝わる展示を目指しました。また、招待作家として、さとう周太さん（関根

一夫先生の甥御さんで、臨床美術をきっかけに制作活動をされている）の作品も展示させていただき、臨床美術から出発し

た豊かな広がりの可能性を提示していただきました。会期中はワークショップも開催し、20代から高齢者まで幅広い年代の

方々が参加しました。見学者は約 120 名、ワークショップ参加者は 62名にのぼり、作品鑑賞や対話を通じて、世代や立場

を越えた交流が生まれる機会となりました。物販も試したところ、数は少ないながらも、画材や絵はがきの販売ができました。 
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当日の様子・参加者の反応 

 

・新聞記事を見てご来場いただいた方が多かった印象。その他、FMゆうがお関係者が 4組、出品者ご家族、個人

的なつながりのある方が 10組ほど、さとう周太さんのお母様からのご案内での来場が 10組超だった。 

・作品を流し見されている方は、大きな反応がない様子が見受けられた。ご説明差し上げると、好意的な感想をいた

だけることが多かった。 

・来場者参加型の作品に子ども達が彩色してくれることが多く、賑やかな雰囲気になった。 

・ワークショップ（即興コーヒー画・15分プログラム）へ積極的にご参加下さる方が多かった。 

 



 


